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論文内容の要旨

研究目的 5) 血行動態の変動をみるために，平均動脈圧，脈圧，

あらゆる内科的治療に反応しない重度急'性呼吸不全 中心静脈圧を測定し，動脈血の血液ガス分析も併せて

に対し，人工肺を用いた補助循環の応用が効果を認め 行なった.

る場合がある.近年，体外循環に人工血液 Fluosol-DA 実験成績および結論

を使用した実験的報告がいくつかなされ，酸素運搬物 1)血小板数は，両群とも潅流直後，著明な減少を示

質としての Fluosol-DA の効果が認められている.し した.以降，両群とも若干の回復傾向をみせた.両群

かし一方，体外循環に Fluosol-DA を使用したときの 聞に差を認めなかった.

凝血学的検討が少ない 2) 血小板凝集能は，両群とも潅流の時間的経過とと

そこで著者は，人工肺を用いた補助循環の回路内充 もに低下したが，両群とも近値を示した.

填液として Fluosol-DA を使用し，この時の血液凝固 3) フィブリノーゲン量は，潅流後，術前値に対する

線溶系の変動を調べ，併せて血行動態の測定，血液ガ 比率で，人工血液群は同種血液群の約1/2 であったが，

ス分析も行なった. これは Fluosol-DA の血液希釈によるものと考えられ

実験方法 た.

1)雑種成犬 17 頭に対し，気管内挿管を行ない，人工 4) FDP の値は，同種血液群の方が人工血液群はよ

陽圧呼吸下に管理した. り，幾分高値を示した.

2) 潅流方法は，静脈動脈潅流法とし脱血は右心房よ 5) 血行動態の測定，血液ガス分析において人工血液

り行ない，送血は大動脈弁直上より行なった. 群は同種血液群に近値を示した.

3) Fluosol-DA を使用した時の凝血学的変動を検 以上の結果より，人工血液 Fluosol-DA は，血液凝固

討するため， 17 頭を次の 2群にわけた. 線溶系に変動を示すことなく，その本来の作用である

・同種血液群 酸素運搬能を示すことがわかった.

回路内充填液として，へパリン加同種新鮮血を使用

したものc7頭).

-人工血液群

回路内充填液として，人工血液 Fluosol-DA を使用

したもの (10 頭入

4) 凝血学的検討として，血小板数，血小板凝集能，

フィブリノーゲン量， FDP を測定した.
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論 文 審 査の要旨

あらゆる内科的治療に反応しなし、重度呼吸不全に対し，人工肺を用いて有効な場合があることが認

められ，近年，充填液として Fluosol-DA の使用実験が行なわれ，その効果が認められている.しか

しその際の血液凝固学的検討が少ない.

そこでこの点について著者は犬を用い，人工肺充填液として Fluosol-DA と同種新鮮血液を用いた

場合について比較検討した.

その結果，人工血液 Fluosol-DA は血液凝固線溶系に変動を示すことなく，その本来の作用である

酸素運搬能を示すことが明らかとなった.

よって本論文は臨床医学上価値あるものと認める.
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